
蚊帳を使えば、マラリア感染率の高い地域での感染を減らすことができる。
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マラリアのほとんどは「一部の不運な人々」が感染か

Most malaria affects 'unlucky few'
体臭や居住地によって、マラリアにかかりやすい人とそうでない人がいるらしい。

サハラ砂漠以南のアフリカで収集され
た健康状態に関するデータの分析結果
によれば、集団の中でのマラリア感染
例は、大部分が比較的少数の人々に集
中しているという。こうした感染リス
クの高い人々を特定することができれ
ば、公衆衛生政策にかかる資源をより
有効に活用できるのではないか、と今
回の研究を行った研究者は語っている。
 このように報告したのは、米国立衛生
研究所（メリーランド州ベセズダ）の
David Smith をリーダーとする研究グ
ループだ。地域ごとに調べたところ、
それぞれの人口のわずか 20%がマラリ
ア感染例の80%を占めていた。その「一
部の人々」の特徴を明らかにすること
が、次の研究課題となる。
マラリアに感染しやすい人がいるこ

とについては、明白な理由が挙げられ
る。たとえば、蚊帳が買えないほどの
貧しい暮らしや、蚊が繁殖しやすいよ
どんだ池のそばに住んでいることなど
が考えられると Smith はいう。このほ
かにも、息や汗、汚れた衣服から発生
する化学物質にも原因があるかもしれ
ないが、この点は解明が進んでいない。
「『私は蚊にさされやすい』という人
がよくいるが、蚊が人をさすパターン
を真剣に調べる価値があるとわかって
もらえると思う」と Smith は話す。
Smith の解析では、アフリカの 90

を超える子どもの集団におけるマラリ
ア症例に関する既存のデータを使い、
その個人差の程度が明らかにされた。
Nature に発表されたこの解析結果 1 は、
マラリアの撲滅活動に直接役立つかも
しれないと Smith は主張する。「蚊にさ
されやすい人がわかれば、防止対策を
集中的に行えるからだ」。

多くの人々を救うには
現在、年間 3 億人超がマラリアに感染
していて、そのほとんどがサハラ砂漠
以南のアフリカに集中している。マラ
リアに感染するリスクのある人々すべ
てに十分な薬剤、ワクチン、蚊帳を配
ることは困難、あるいは不可能である
ことがすでに判明している。
最もマラリアにかかりやすい人を特

定できれば、必要なところに資源を集
中させるのに役立つと Smith はいう。
これに対しては、各集団の中でマラリ
アの感染リスクが最も高い人々を特定
するのではなく、実際にマラリアに感
染している人々に医療活動を集中させ
ることが最善の策だと主張する関係者
もいる。
Smith の研究グループが発見したパ

ターンは都市部で役立つかもしれない、
と世界保健機関 (WHO) のロールバッ
ク・マラリア部に所属するコーディネ
ーター Charles Delacollette は考えて
いる。20% のハイリスク集団は、既知

の蚊の繁殖地域に近い低所得者居住地
域の住民である可能性が高いのではな
いかということだ。
ところが、辺ぴな農村部では、それ

ぞれの村落でマラリア感染リスクの最
も高い 20% を特定するのはもとより、
医療物資をどうやって届けるのかが主
な問題となっている。「感染リスクが
最も高いのは、保健医療を受けられな
い人々。ここに大きな問題がある」と
Delacollette は話す。
Smith は、効果が高いマラリア予防

策はコストも高いと反論し、だからこ
そ、それを最も必要とする人々を特定
することが、マラリアに対する公衆衛生
上の全体的な負担を減らすうえで重要
なのだと主張する。「ハイリスクな人々
を正しく特定できれば、つまりはすべ
ての人々を守ることができるのだ」。

1. Smith  D. L., Dushoff  J., Snow  R. W.& Hay I. Nature, 438. 
492 - 495 (2005).
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